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§ ワクチン関連トピックス
トピックスⅠ

2025年感染拡大した百日咳対策を考える

福岡看護大学 /福岡歯科大学医科歯科総合病院予防接種センター
岡田賢司

国内で百日咳の報告数が急増している 1）。百日咳が全数把握対象疾患となった 2018 年は週
平均 219 例の報告があった。その後、新型コロナウイルス感染症の国内流行に伴い百日咳の
報告数は激減した（2020 年（週平均 51 例）、2021 年（同 14 例）、2022 年（同 9例）。2023 年
以降増加し始め 2023 年（同 19 例）、2024 年（同 61 例）となり、2025 年第 32 週時点では週
平均 2014 例と著増している。
2025 年診断週第 12 週時点での百日咳患者の年齢層は 10 ～ 19 歳が 60.3% と最も多く、次い
で 5～ 9歳が 21.0% と報告されている 1）。
マクロライド耐性百日咳菌（MRBP：Macrolide-Resistant Bordetella pertussis）の蔓延と
生後 3か月未満児の重症化が懸念されている。

診断

診断した医師すべてに報告が義務付けられている。診断には検査での確定が必要とされて
いる。早期診断・早期治療が重要であり、検査法としては核酸増幅法（PCR法・LAMP法）
による病原体遺伝子の検出が最適と考えられる。

治療

家族内に重症化しやすい乳児がいる場合は迅速な抗菌薬治療が必要となる。核酸増幅法検
査検体採取後、適切な抗菌薬を処方し、検査結果次第で抗菌薬の継続か変更かあるいは中止
の判断をすることを勧めたい。
発症 1〜 2 週以内のカタル期に抗菌薬治療を開始することで、症状の軽減および周囲への
伝播予防が期待できる。一方、痙咳期では抗菌薬投与により咳症状の改善は期待できないが、
他者への伝播を低下させるため、感染拡大防止策としては重要である。
治療の基本はマクロライド系抗菌薬である 2）。ただ、近年、国内でもMRBPの分離頻度が
上昇しており、重症例ではマクロライド系抗菌薬に加えて、ST合剤（スルファメトキサゾー
ル・トリメトプリム）の併用が推奨されている。
ST合剤は、MRBPが確定または疑われる症例、マクロライド系抗菌薬が使用できない症例
に使用される。ただし、黄疸を有する新生児ではビリルビン脳症の発症リスクがある。 βラ
クタム系抗菌薬の中には、in vitro で百日咳菌に対する活性が高い薬剤もあるが、臨床知見は
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限られているため、一般的には推奨されていない。

ワクチン接種による予防

国内各学会から、百日せき含有ワクチン接種の提言が出されている 3）。
小児に対しては、生後 2か月になれば速やかに 5種混合ワクチン接種が推奨されている。
さらに、症例数の多い 5-9 歳児へはDTaP の追加接種、10 歳代では 11 ～ 12 歳児に対する二
種混合ワクチン（DT）接種の代替としてDTaP の任意接種が推奨されている。
移行抗体により重症化リスクの高い生後 2か月未満の乳児を守る有効な手段として、妊婦
に対するDTaP 接種が日本産婦人科学会公式サイトに紹介されている 4）。「DTaP は、添付文
書上、妊婦への皮下接種が可能である。また、厚生労働省研究班の最近の研究 5）および疫学
調査 6）により、妊婦へのDTaP 皮下接種の安全性と乳児への百日咳に対する抗体移行が確認
されている。Tdap が承認されていない国内における母子免疫を目的とした妊婦への百日咳ワ
クチン接種の実現可能な代替案として、DTaP の活用が考慮される。ただし、現時点で妊婦
へのDTaP 皮下接種による乳児百日咳の重症化予防効果は証明されていない点に留意する」。
今回、全国的な百日咳の流行拡大を受け、DTaP 接種希望者が急増し、2025 年 4 月以降の
需要は供給量を大幅に上回る状況となり、2025 年 5 月より限定出荷の措置が講じられている。
DTaP 供給制限されている現状では、重症化リスクの高い早期乳児への感染を防ぐための
ワクチン接種を最優先とし、次いで乳児と頻回に接触する感受性者への接種を優先する必要
がある。
予防接種に関係する 27 の学会・医会の団体である予防接種推進協議会から次の対応を推奨
している 3）。

1.�定期接種対象である乳児に対して、生後 2か月から遅滞なく 5種混合ワクチンを確実に
接種すること。
2. 妊婦がDPT接種を希望する場合には、地域内での供給調整を図ること。
�3.�就学前の幼児、学童、医療関係者等へのDPT追加接種については、新生児や早期乳児と
の接触頻度の高い者を優先対象とし、地域の供給状況を踏まえて段階的に実施を検討する
こと。
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